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漁業「6次化」で価値創造　徳島、市場2割拡大

データで読む地域再生

消費者の「魚離れ」や資源減少などを背景に各地で漁業産出額の減少傾向が続く中、1次産業
の漁業者が「捕ったものを売る」から「売れるものを創る」へと姿勢を転換し、活性化につ
なげている地域がある。2次産業の食品加工や3次産業の流通・販売までを一手に担うことか
ら、すべての数字を掛け合わせて「6次化」といわれる取り組みの先進地を探った。

【関連記事】6次化とは　農・漁業者が加工や販売も

農水省が3月に発表した2019年の漁業産出額は1兆4676億円。1982年の2兆9577億円をピ
ークに、ほぼ一貫して右肩下がりの状況が続く。ライフスタイルの変化に合わせ、食卓に魚
介類が上る回数も減っており、国民1人当たりの魚介類の消費量（20年度、概算値）は23.4
キログラムと、01年度比4割減の水準にまで落ち込む。

記事利用について

県の施設で未利用魚を使ったレトルト品の加工に取り組む高校生（2019年、徳島県美波町）

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC293MT0Z21C21A0000000/
https://www.nikkei.com/promotion/service/share/?n_cid=REPRT001


【関連記事】
・北海道漁業の6次化率は全国7位、逆風下のアイデア戦略 
・東北でも進む漁業6次化、ネット販売や環境配慮型商品 
・漁業の6次化、北信越では福井県1位　漁師の宿人気

再活性化には資源そのものが持つ価値を創意工夫で高めるほかない。加工、直売、宿泊、レ
ストランなどといった漁業生産関連事業はなお成長余地があり、19年度の年間総販売金額は
2301億円と、14年度比で1割超増加。1次の低迷（同0.9%減）を補い、全体で0.7%の成長
を達成した。

2次3次の割合を高めた筆頭は和歌山県。19年度の「6次化率」（海面漁業・養殖業産出額な
どとの合算値に占める漁業生産関連事業の割合）は、37.1%に達する。漁業産出額は14年比
5.5%減少したが、漁業体験などの観光関連事業に市町村が主体的に取り組んだことなどによ
り2次3次の成長を促し、全体でも7%増を達成した。
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【関連記事】
・関東の漁業6次化、3県が全国平均超　直営食堂やバス輸送 
・養殖盛んな三重　事業承継軸に漁業6次化　 
・和歌山、漁業を観光資源に　関西で広がる価値向上の知恵

古式捕鯨発祥の地として知られ、反捕鯨団体からやり玉に挙げられたことで国際的にも注目
された同県太地町では、漁師自らがクジラやイルカを「食資源」としてだけでなく、観光資
源にも変えようと取り組む。20年7月から網で湾内を仕切り、シーカヤックでクジラやイル
カを見学できるようにした。20年度の来訪者は2300人。21年度も9月までで1600人が訪れ
た。

29.5%で2位となった徳島県も、1次の低迷を2次3次で補い、全体の市場規模を2割成長させ
た。生産・加工に乗り出したくてもノウハウがない漁業者への支援を手厚くし、県水産研究
所に商品開発テストができる加工機器を配備。未利用魚のレトルト食品加工や防災食品作り
など、付加価値を高める商品づくりを後押しする。

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC26DAF0W1A021C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFD232NW0T21C21A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUF25ABQ0V21C21A0000000/


【関連記事】
・漁業の6次化　徳島・広島・岡山が20%超え 
・福岡の道の駅、余った魚でブリ大根　素材の魅力知って

業種の垣根を越えて取り組むのは三重県（28.7%）。1次が12.8%減と大きく落ち込む中、
全体の縮小を5.6%減にとどめた。鳥羽市では14年、地元農水産物の販売場と郷土食を中心
としたレストランを併設した産直市場「鳥羽マルシェ」が開業。漁協と農協が共同出資する
全国的にも珍しい取り組みで、年間約30万人が訪れる。マルシェは県外からの観光客だけで
なく、地場産を求める地域の需要をも掘り起こし、市の担当者は「農林水産ともに活性化に
つながった」と指摘する。

新たな価値を創造し、利益につなげようとする動きは各地でも相次ぐ。鳥羽市の「くざき鰒
（あわび）おべん企業組合」は、船のスクリューに巻き付くため漁師に嫌われていた海藻の
アカモクに着目。健康食品として生まれ変わらせた。

高知県黒潮町では捕った魚を食い荒らすため害魚として駆除したサメを活用する。犬向けの
ペットフードとしたところ好評で、9月からパッケージから販売までの一貫した取り組みを開
始。駆除と収入増を両立させる新たなビジネスモデルとなっている。

ペットフードにするため、駆除したサメをさばく漁師ら（20年3月、高知県）
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